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 下記 3 名の紹介は昨年度プロコン塾時に執筆したものですので現時点と相違する点があること

ご了解願います。 

 

城北プロコン塾より ～「塾生のひとり言」～城北支部 伊藤 彰彦先生 

（itotaro01@gmail.com） 

  

 はじめまして。平成 27 年 7 月末日に診断士登録をさせていただきました、城北プ

ロコン塾第 4 期生の伊藤彰彦と申します。 

 はじめに私の経歴をご紹介させていただきますと、北海道大学理学部卒業後 

（株）リクルートにて法人を対象とした就職・転職関連のコンサルティング営業に従

事、部内営業 MVP 獲得を機に退職。その後大学の先輩からお声掛けをいただき、ベ

トナムにて当時同国初となる警備業の合弁会社設立に営業部長として従事、設立 3 年

後より同社社長として会社全体のリストラクチャリングを行い、在籍中の 10 年で従業

員数約 2,000 名規模の企業へと育てあげてまいりました。同社退職後帰国し、不動産賃貸業を営んでおり

ます。帰国後、賃貸不動産経営管理士・シェアハウス管理士・宅地建物取引士・キャリアカウンセラー等

の資格を取得してまいりました。 

 在任中の 10 年で飛躍的な経済発展を遂げたベトナム。同国内での各国の活発な経済活動。それに反し

経済停滞著しく国全体に重苦しい空気が蔓延した日本に危機感を抱き、帰国後大前研一氏の設立した「一

新塾」の門を叩きました。そこで各社会問題の解決に奔走する著名人等のお話を聞き、塾生同士議論した

結果、「地域社会を元気にする」ことを帰国後の自分のミッションとして掲げるに至りました。中小企業

診断士は、そのミッションをプロとして実行するうえで社会的認知を得やすい資格と考え、取得に至りま

した。 

 現在城北プロコン塾では卒塾レポートとして「空き家問題」に取り組もうと考えています。賃貸不動産

管理と中小企業診断士としての専門性を通し、地域活性化にどう貢献していくのか。このレポート執筆を

機に考えてまいりたいと思います。又海外での起業活動や労務管理、採用活動サポートの経験をどう生か

していくのか。今後それらを有機的に繋げることを考えていきたいと思います。どうぞよろしくお願い申

しあげます。 

 

JOUHOKU SHINDAN  
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城北プロコン塾より ～「塾生のひとり言」～城北支部 川島元昭（かわしま もとあき）先生 

（m-kawashima@air.ocn.ne.jp） 

 

2016 年 3 月に城北支部に入会しました川島元昭と申します。中小企業診断士とし

て登録後、16 年余り銀行系コンサル会社に勤める企業内診断士です。 

2016 年 11 月に６４歳を迎えて企業内診断士としての立場も残り 1 年となり、こ

れからの第二の人生をどう生きるかを考えながら日々のコンサルティングの中でク

ライアントと接しています。５４歳の時に大病を患い、1 年～2 年間は会社でのコン

サル案件をどうにかこなすことに精一杯で新たな仕事の領域を広げることも、また

中小企業診断士としての活動を行うこともできずに過ごしておりました。 

現在は、組織・人事や事業承継の分野を専門領域として 100 人～300 人前後の規模の中小企業を主な顧

客として、経営者の多様なニーズに対して課題解決の糸口を探りながら組織・人事改革の実現に誠心誠意

の姿勢で取り組んでいます。社内では若手コンサルタントに対してコンサルの現場を通して仕事の進め方

や経営者の息づかいなどを吸収してもらい早く一人前のコンサルタントとして自立できるよう助言・指導

も行っています。 

第二の人生をどう過ごしていけばよいか迷いながらも、今後は“生涯現役”を目指し中小企業へのよきパ

ートナーとして真摯に取り組む覚悟であります。顧客との信頼関係を築きあげて、永続的な企業価値を目

指している中小企業を支援していきたいと思います。 

 趣味といえばスポーツ観戦ですが、2016 年はＪリーグで“浦和レッズ”が10 年ぶりに年間勝ち点 1 位と

なり、12 月にかけてＣＳでの年間チャンピオンを目指した大きなイベントがあり、ファンとしては大変楽

しみな時間を待っているところです。（編集部注：今年を 2016 年に修正しました。） 

 

城北プロコン塾より ～「塾生のひとり言」～城北支部 渡邉 大介先生 

（daisukeumiushi@yahoo.co.jp） 

 今はまだエネルギー関連の会社で企業内診断士として活動しておりますが、いずれは

独立したいという思いがあり、現在は城北プロコン塾の 4 期生として勉強させていただ

いております。学生の頃から、水素エンジンや燃料電池など、新エネルギー分野の設計

開発に携わりたくてエンジニアになりましたが、いざそれらの普及のために仕事をして

みると、新しい技術を世に出すためには、技術以外にもいろいろな要素が必要であるこ

とが分かりました。「これらに対する理解無くして、正しい方向の設計開発などできるわ

けがない！」という反省や教訓が診断士の勉強を始めたきっかけでもあったのですが、現在は再生可能エネ

ルギーの普及のため、エンジニアとしての経験を基盤に、政策や市場動向を考慮して発電事業者へ事業性向

上の提案を行うなど、少しずつですが、以前よりも広い視野で業務に取り組むことができるようになってき

たと感じています。 

 一方で、最近の悩みは、未だ苦手意識のある財務会計の強化と、その勉強のための時間の捻出です。私

事ですが、2016 年の夏に 2 人目の子供が生まれたこともあり、仕事から帰って子供の世話や家事の手伝

い、そしてトドメは上の子の「パパ、一緒に寝よ？（ウルウルした目･･･）」で、あえなくやられていま
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す。仕事、家事、勉強のバランスにしばらく苦労しそうですが、最低限の時間を確保して独立診断士とし

て必要な能力の醸成に努めたいと思っています。（編集部注：今年を 2016 年に修正しました。） 

 

≢∆⅜⁸⁸⁸₈ ◒꜡☻꞉כ♪Ɽ☼ꜟ₉ ⌂ⱪ꜠♀fi♩ ⅝  

  

 

 城北支部会員なら解ける！クロスワードパズルです。下に書

いてある鍵に合わせてマスを埋めてください。黄色のマスに書

いてある文字を組み合わせると、城北支部の会員にはお馴染み

のキーワードが出てきますので、解答欄に入れてみてください。 

解答は、来月号で発表。 

 解答と、本誌の面白かった・つまらなかった記事の感想をメ

ール（johoku.kouhou@gmail.com）でお送りください。抽選で

１名の方に広報部の八巻部長より素敵なプレゼントがございま

す。（当選はプレゼント共にお伝えします） 

 

［縦の鍵］ 

１．歌が上手く歌えない人は、こう呼ばれます 

２．今年の支部大会のプロコン塾卒業者代表プ   

  レゼンテーション。最優秀賞を受賞した蜂 

  巣先生は、何を活用したリピーター獲得の 

  発表だった？ 

３．神保町名物。インド？欧州？ 

６．ピュー、お湯が沸きました 

７．補習、従事といえば？ 

 

 

 

 

 

［横の鍵］ 

１． 田端駅から徒歩１０分ぐらい。○○ぎん

ざ商店街 

２．マトンじゃない。子羊 

３．もうしゃべりたくない。私はこれになりた 

  い 

５．今年の支部大会では、木村先生、高橋先生、  

  堀口先生、村山先生の４名が受賞されまし 

  た。なに賞？ 

８．車を英語でいうと？  

９．城北支部のスローガン 何 C？ 

１０．女性の年齢別就業率を折れ線グラフにす 

   ると何字カーブ？ 

 

 ─ │ ™ ⅛∫√ ─⅛    

  

 

０１７年夏、寝苦しい夜そして直射日光が照りつける日中を過ごされているかと思います。ところで、

毎年のように「真夏日」という話や「熱帯夜」という話が出ていますが、本当に今年の夏は暑かったのかを

実際のデータを活用して調査しつつ、その影響について調べ、軽いコラムにしました。 
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Â ここ１０年の７～８月における最高・最低・平均気温および天気（＠練馬。各年８月１３日まで。）

 

 

（出典：気象庁） 

ここ１０年の気温のデータを上記の表に集計しました。実は意外や意外、今年はそれほど暑くもなく、極

めて平均的な気温の夏だったということです。しかしながら、曇りの日が多かった模様でいわゆるジメジメ

とした日が続いたことにより、過ごしにくい夏だったのかもしれません。 

ところで、2010 年は平均気温が 33.2℃ともっとも過ごしにくい夏だったようです。”酷暑”である 2010 年

に流行ったものはなんだったのでしょうか？ 

 

 

（出典：インテージ調べ） 

 

さて、2010 年に最も流行ったものそれは「食べるラー油」です。（懐かしいです。）その影響から販売金

額が伸びたランキングでは香辛料が前年対比 130％となっています。そのほかは、スポーツドリンクや日焼

け止めなど夏！らしいものが並んでおりますが、注目すべきは「漬物」。なぜ？という疑問が浮かびますが、

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

Ω‰ṓᴛ 36.6 35.1 37.8 37.5 37.2 38.6 37.6 38.2 37.7 37.1

Ω ṓᴛ 26.4 22.2 26.3 24.1 21.2 26.3 22.0 20.5 22.6 24.5

ỡṓᴛ 32.8 30.1 33.2 32.7 31.8 32.5 31.5 32.1 31.1 32.1

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

Ϧ 34 19 29 29 28 31 28 26 28 24

Ϥ 8 23 11 13 13 10 15 13 13 17

֗ 0 0 1 0 0 1 0 3 2 1
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食欲減退や夏バテ改善を期待して購入される方が多いそうです。 

暑くて過ごしにくい日々が続きますが、暑い夏こそビジネスチャンスにつながる商品があることもあり、

必ずしも悪いことばかりではなさそうです。 

 
ₒ  ₓ ⅔ ה √⌂№ה   ⇔≡╖╕∑╪⅛  

  

 
前々回の本誌にて、勝手ながらチャレンジ賞プロジェクトを立ちあげてみました。あれから２ヶ月、広報

部の Gmail に届いたリアクション、なんと！０件。きっと皆さん、遠慮しているんだと思う今日この頃。 

「読むだけじゃない、添付さえ開かずにスルーするだけじゃない、ここから何かが起こる」そんな広報誌

を狙う本誌編集部では新たな企画を立ちあげました。題して「何でも取材プロジェクト」。みなさまの支援

先やお知り合いのお店や会社など（もちろん皆さんご自身や研究会・その他の活動も大歓迎）を本誌編集部

が取材し、記事化して本誌に掲載します。おすすめの新メニュー、個性的な看板娘・店主、発表予定の新製

品・新プロジェクトなど、どしどし情報をお寄せください。宛先は johoku.kouhou@gmail.com 

＊その後の展開 

①城北地域に居住・活動する本誌読者への宣伝ができる 

②本誌上や広報部アドレスを通じ、様々な専門分野を持つ、諸先生方から意見・アドバイスを収集、情報  

 として提供。→タダの宣伝だけでなく、取材先のさらなる発展に寄与する 

③将来的には、前向きな発信をする有志を集め、気軽なお悩み相談・情報提供ができる仕組み（SNS 

 など）    

 を作りたいとも思っています。 

★個人の PR、診断士の諸活動等にも活用してください。 

 

＊取材・記事化にあたって 

①取材・媒体作成の経験を持つ広報部員などが、記事化します。単なる紹介では終わらない記事ができる  

 かもしれません。（若い美人レポーターによるお店レポートとか、、、） 

 ②成果物は、宣伝素材として使用いただいて構いません 

 ③取材内容次第では、YouTube 用動画等の作成もありえます。（個性的なキャラの店主、美味しく焼きあ 

  がる焼き鳥等、写真では表現しきれないモノがあった場合）。広報部の知恵とノウハウを結集します。 

 注：宣伝素材作成の代行ではなく、あくまでも本誌作成を目的としているため、取材・記事の構成・内容 

   については、広報部が主体となって決定します。 

 

 ⌐ ∆╢ ↕╕─↔ ⁸↔ ╩⅔ ∟⇔≡⅔╡╕∆  

 

ᵑ ↕╕⅜⅔ ∟─ΓⱠ♃Δ╩ ⇔≡ↄ∞↕™ 

・研究会・区会の活動を紹介したい、または、ご自身のセミナーを紹介したい。 

⇒広報部員が潜入します。 
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・ご自身の特技を紹介したい。支部内の方と交流したい。 

⇒「今月の城北人」のコーナーで紹介します。 

・診断士としてのノウハウを紹介したいなど。 

⇒特集記事化します。 

ᵒ ↕╕⅜ ╡√™↓≤╩ ⅎ≡ ↕™ 

・企業内診断士の活動状況が知りたい。 

・独立するには、どうしたらいいかを知りたい。 

⇒各種 特集を組んで記事を作成します。 

ᵓ ≤⇔≡─ ╙ ╘ ╩⅔ ⅛∑ↄ∞↕™ 

・批判的な内容もお願いします。今後の改善に活用させていただきます。 

ᵔ ☻♃♇ⱨ  

・「隙間時間にちょっと」「アイデアを出すだけ」でも構いません。 

下記の連絡先までよろしくお願い致します。 

 

johoku.kouhou@gmail.com  

 

                                                    JOUHOKU SHINDAN  

                                                     

  

                                                      


